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設計変更で起きる“見えないムダ”
ɹ੡଄ۀͷ設計現場で͸ɺ「׬શͳ৽ن設計」ͱ「աڈͷ
ਤ໘Λྲྀ用ͨ͠設計」͕͋Γ·͢ɻ「աڈͷਤ໘Λྲྀ用ͨ͠
設計」͸ɺҎ前ͭͬͨ͘੡඼Λ΋ͱʹͯ͠ɺ෯ɾ͞ߴɾ݀Ґ
ஔɾ൘ްͳͲΛ変えɺ৽͍͠੡඼ͱͯ͠ల։͍ͯ͘͠ʕ͜
Ε͸現࣮తͳ設計ํ๏で͕͢ɺݥة΋͋Γ·͢ɻ
ɹͨͱえ͹ɺ͋る෦඼ͷ෯Λ変ͨ͠ߋ場߹ɺͦͷ෯ʹؔ܎
͢る݀Ґஔ΍͛ۂҐஔɺ૬ख෦඼ͷੇ๏΋見௚͢ඞཁ͕͋
Γ·͢ɻͱ͜Ζ͕�次元ਤ໘で͸ɺͲͷੇ๏͕Ͳ͜ʹؔ͠܎
͍ͯるͷ͔͕ਤ໘্ʹ࢒Γʹ͍͘場߹͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺ
設計ऀͷ಄ͷதで͸わ͔͍ͬͯͯ΋ɺผͷਓ͕मਖ਼͢るͱ
Λ見མͱ͢͜ͱ͕͋Γ·͢ɻੑ܎ؔ
ɹ「෦඼ਤ͸௚͕ͨ͠૊ཱਤ͕͍ݹ··」「ਖ਼໘ਤ͸௚͕ͨ͠ɺ
ฏ໘ਤΛ௚͠๨Ε͍ͯる」「ӈଆ໘ਤͷੇ๏変͕ߋൈ͚͍ͯる」
「݀Ґஔ͸変え͕ͨɺ૬ख෦඼Λ௚͍ͯ͠ͳ͍」「ల։ਤʹ
変͕ߋ൓ө͞Ε͍ͯͳ͍」「෦඼දͷ඼൪΍਺ྔ͕߹͍ͬͯ
ͳ͍」ʕ͜͏ͨ͠ϛε͸ɺՃ޻ͷ΍Γ௚͠ɺ૊ཱۀ࡞ͷఀ
஗Εʹͭͳ͕Γ·͢ɻظख഑ɺೲ࠶ɺ֎஫ઌ΁ͷࢭ
ɹͭ·Γɺ設計変更とは単なる作図作業ではなく、会社全
体の生産性に関わる重要な工程ͳͷで͢ɻ

パラメトリック設計とは何か
「パラメトリック設計」ͱ͸ɺੇ๏΍৚݅Λ΋ͱʹܗঢ়Λί
ϯτϩʔϧ͢る設計ํ๏で͢ɻ
ɹͨͱえ͹ɺ൘ۚ෦඼ͷ෯Λ「���ᶱ」͔Β「���ᶱ」ʹ
変ͨ͠ߋͱ͖ɺ関連する形状も自動的に追従して変わるΑ͏
ʹ͓ͯ͘͠ʕ͜Ε͕ύϥϝτϦοΫ設計ͷجຊで͢ɻ
ɹ3次元CADで͸ɺೖྗͨ͠εέονੇ๏ɺԡ͠ग़͠ྔɺ
ʹϑϥϯδྔɺ݀Ґஔੇ๏ͳͲͷ਺஋͕3DϞσϧ಺෦͛ۂ
ͱͯ͠؅ཧで͖「ࣜ܎ؔ」࿥͞Ε·͢ɻ͜ΕΒͷੇ๏஋Λه
るͨΊɺ͔ޙΒ਺஋Λ変͢ߋるͱɺؔ࿈͢るܗঢ়΋ࣗಈత
৽͞Ε·͢ɻߋʹ
　図 1͸ɺ「෯���ᶱ」「͞ߴ���ᶱ」「൘ް3ᶱ」でϞσϧ
Λ࡞੒͠ɺ͔ޙΒੇ๏஋Λ変ͯ͠ߋΈͨྫʹͳΓ·͢ɻ
ɹ͜ͷΑ͏ʹɺ3DϞσϧʹ͸設計࣌ʹ࢖用ͨ͠ੇ๏΍ؔ܎

3次元CADは設計変更に強い
―強みを支える「パラメトリック設計」
ɹୈ3ճで͸ɺ「ΞηϯϒϦ」Λ͜͏࢖ͱでɺ෦඼ಉ࢜ͷׯ
ব΍༹઀ɾ૊ཱ࣌ͷ໰୊Λ設計ஈ֊で֬ೝで͖る͜ͱΛ঺
հ͠·ͨ͠ɻ3次元CADΛ͏࢖ͱɺ෦඼୯ମで͸見えͳ͔ͬ
ͨϦεΫΛɺ੡඼શମͷதで֬ೝで͖·͢ɻ
ɹୈ�ճで͸ɺ3次元CADͷڧΈͷͻͱͭͱͯ͠「設計変
ͱ͍͏఺Λ঺հ͠·ͨ͠ɻ൘ۚ੡඼で͸ɺ「Χλ「͍ڧʹߋ
ν͸ಉ͡でɺαΠζ͚͕ͩͪ͏」ͱ͍͏Ҋ͕݅Α͋͘Γ·͢ɻ
ͦͷͨͼʹ�次元ਤ໘Λίϐʔͯ͠ੇ๏Λमਖ਼͍ͯͨ͠ͷで͸ɺ
खؒ΋ϛε΋ආ͚ΒΕ·ͤΜɻ
ɹࠓճ͸ɺ3次元CADͷ「設計変更に強い」ͱ͍͏࿩Λɺ
΋͏গ͠۩ମతʹ۷ΓԼ͛·͢ɻ
ɹ൘ۚ੡඼で͸ɺ͓ ٬ ·͔͞Β「͜ͷ੡඼Λগ͠෯޿ʹ͠ ͍ͨ」
「औ෇݀ͷҐஔ͚ͩ変え͍ͨ」「͍͠΄΋༷࢓ͷ͍͕ͪ͞ߴ」
「ಉ͡ܗঢ়でαΠζ͕͍ͪΛ਺छྨ用ҙ͍ͨ͠」ͱ͍ͬͨཁ
๬Λड͚る͜ͱ͕Α͋͘Γ·͢ɻ
ɹ·ͨɺ੡࡞ґཔਤ໘で΋ɺੇ๏஋ͷ୅わΓʹਤதʹੇ๏
දΛͯ͠ࡌهෳ਺ͷαΠζ͕͍ͪΛද現͢る場߹͕͋Γ·͢ɻ
Ұ見͢るͱޮ཰తͳํ๏で͕͢ɺ࣮ࡍʹ͸ه߸ͱੇ๏දͷ
ରԠΛ֬ೝ͠ͳ͕Β設計ɾ੡଄͢るඞཁ͕͋ΓɺಡΈ͕ͪ
͍΍変ߋ࿙Ε͕͖ىるՄೳੑ͕ߴ·Γ·͢ɻ
ɹ設計ͷ現場で͸ɺ͜͏ͨ͠αΠζ͕͍ͪ΍͍͕༷ͪ࢓΁ͷ
ରԠΛɺ͍͔ʹૣ͘ɺਖ਼֬ʹٻ͕͔͏ߦΊΒΕ·͢ɻͦͷͱ
͖ɺ�次元ਤ໘͚ͩでӡ用͍ͯ͠るͱɺ変ߋՕॴΛҰͭͻͱ
ͭ໨ࢹで֬ೝ͠ͳ͕Βमਖ਼͢るඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
ɹ「ؔ࿈͢る線Λमਖ਼͢る」「ੇ๏Λमਖ਼͢る」「෦඼දΛम
ਖ਼͢る」ʕͲ͔͜�Χॴで΋मਖ਼͕࿙Εるͱɺෆ۩߹ʹ௚
݁͠ɺՃ޻΍૊ཱͷ現場でख໭Γ͕͖ى·͢ɻ
ɹ設計変ߋͷରԠ͸ɺ୯ʹਤ໘Λඳ͖௚͢ۀ࡞で͸͋Γ·
ͤΜɻ変更内容を正しく反映し、関連する図面や部品との
整合性を保つことが重要で͢ɻ
ɹͦ͜でඞཁʹͳるͷ͕ɺ3次元CADΛͨͬ࢖「変ڧʹߋ
͍設計」で͋ΓɺͦͷΧΪʹͳるͷ͕「パラメトリック設計」
で͢ɻ
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株式会社 H-ENG　代表取締役　林 義人

設計変更に強い3D設計へ
――パラメトリックで“属人化”をなくす



ੑΛอ࣋で͖·͢ɻͦͷͨΊɺ୯ʹܗঢ়Λඳͩ͘ ͚でͳ͘ɺ「Ͳ
ͷੇ๏Λج४ʹ͍ͯ͠るͷ͔」「Ͳͷ໘͔Βڑ཭Λऔ͍ͬͯ
るͷ͔」「Ͳͷ͕݀Ͳͷ෦඼ͱ͍ؔͯ͠܎るͷ͔」ͱ͍ͬͨ
設計意図をモデルに持たせる͜ͱ͕で͖·͢ɻ
ɹ͜ͷ設計ҙਤ͕͍ͯͬ࢒るͱɺ͔ޙΒੇ๏Λ変͠ߋ ͱ͖ͨ ʹɺ
ؔ࿈͢るܗঢ়͕ࣗಈతʹߋ৽͞Ε·͢ɻͭ·Γɺ「ύϥϝτϦο
Ϋ設計」ͱ͸ɺ設計ऀͷߟえํΛ3DϞσϧͷதʹٕ͢࢒ज़
ͩͱݴえ·͢ɻ

図 2͸ɺಉ͡ܗঢ়ͷϞσϧで෯ੇ๏Λ変ྫͨ͠ߋで͢ɻ
෦඼ͷجຊܗঢ়΍݀Ґஔͷؔ܎Λอͬͨ··ɺαΠζ͕ͪ
͍ͷϞσϧʹల։で͖る఺͕ɺύϥϝτϦοΫ設計ͷେ͖ͳ
ར఺で͢ɻ
ɹ�次元ਤ໘で͸ɺਖ਼໘ਤɾฏ໘ਤɾଆ໘ਤΛͦΕͧΕ֬
ೝ͠ͳ͕Βमਖ਼͢るඞཁ͕͋Γ·͕͢ɺ3DϞσϧで͸ɺ設
計意図を保持したまま寸法を変更すると、その内容を瞬時
にモデル全体へ反映で͖·͢ɻ

「SheetWorks」で類似品を作成する
ɹ3次元ιϦου൘ۚCAD「4IFFU8PSLT」で͸ɺύϥϝτϦο
Ϋ設計Λࣅྨͯͬ࢖඼Λޮ཰Α͘࡞੒で͖·͢ɻ੡඼ͷ෯ɾ
ɾ݀Ґஔɾ൘ްͳͲΛ変਺ͱͯ͠ѻ͍ɺͦͷ͖ߦɾԞ͞ߴ
਺஋Λ変͢ߋる͜ͱで3DϞσϧΛߋ৽͢る͜ͱ͕Մೳで͢ɻ
ɹຊ֨తʹӡ用͢るʹ͸ɺ「ύϥϝτϦοΫΦϖϨʔλʔ」Λ
๏΋͋Γ·͢ɻύϥϝτϦοΫΦϖϨʔλʔ͸ɺ&YDFMํ͏࢖

ͱ࿈ಈͤͯ͞ෳ਺ͷੇ๏ύλʔϯΛ؅ཧで͖るͨΊɺຊ֨
తͳඪ४඼ల։ʹ͸༗ޮで͢ɻ͔͠͠ɺ&YDFMϑΝΠϧͷ࡞
੒΍ηϧͱͷରԠ෇͚Λ֮えるඞཁ͕͋Γɺಋೖॳظʹ͸ϋʔ
υϧ͕͡ײ͘ߴΒΕる場߹͕͋Γ·͢ɻ௅ઓͯ͠Έͯ͠ં࠳
ͨͱ͍͏੠΋Αࣖ͘ʹ͠·͢ɻ
ɹͦ͜で͓͢͢Ί͍ͨ͠ͷ͕ɺ「メモ帳運用」͔Β࢝Ίるํ
๏で͢ɻ
ɹ͜͜で͍͏ϝϞாӡ用ͱ͸ɺ&YDFMでେ͖ͳ؅ཧදΛͭ͘
るͷで͸ͳ͘ɺ3DϞσϧͷதで設ఆͨؔࣜ͠܎Λϕʔεʹɺ
変ߋʹඞཁͳ਺஋͚ͩΛγϯϓϧͳςΩετϑΝΠϧで؅ཧ
͢る΍Γํで͢ɻ
ɹߟえํͷத৺͸ɺ͋͘·で3DϞσϧଆʹ͋Γ·͢ɻ3DϞ
σϧͷதʹɺ෯ɾ͞ߴɾ݀ҐஔͳͲͷؔࣜ܎Λ設ఆ͓ͯ͘͠ɻ
ͦͷ͏えでɺ変ੇ͍ͨ͠ߋ๏͚ͩΛϝϞாで֬ೝ͠ɺඞཁͳ
਺஋Λ変ͯ͠ߋӡ用͢るɻ͜ͷํ๏で͋Ε͹ɺ「ύϥϝτϦο
ΫΦϖϨʔλʔ」΍&YDFM࿈ಈͷΑ͏ͳෳࡶͳ४උ͸ඞཁ͋
Γ·ͤΜɻ比較的少ない学習量で、パラメトリック設計の効
果を体験で͖·͢ɻ
ɹ最ॳ͔Βߴ౓ͳࣗಈԽΛ໨͢ࢦͷで͸ͳ͘ɺ·ͣ͸「ੇ
๏Λ変えͨΒϞσϧ͕ਖ਼͘͠௥ै͢る」ͱ͍͏ঢ়ଶΛͭ͘るɻ
͜Ε͚ͩで΋ɺ�Dਤ໘ͷίϐʔɾमਖ਼ʹൺ΂Ε͹େ͖ͳ前
ਐで͢ɻӦۀɾ੡଄ɾௐୡͱ͍ͬͨ෦໳ͱͷ৘ใڞ༗ʹ΋
ͭͳ͕Γ·͢ɻ׳Ε͖ͯͨஈ֊でɺ&YDFM࿈ಈ΍ύϥϝτϦο
ΫΦϖϨʔλʔʹਐΊ͹ྑ͍ͷで͢ɻ

1  3次元モデルの寸法値を後から変更する

1  3次元モデルを作成する 2  3次元モデルに記録された数値を確認する

3  関係式で管理されている数値を変更する

<関係式の管理>
を選択1

<幅>の値を
400㎜に変更する1

モデリングで
使用した数値が
自動で記録されている

2

3次元モデルの形状が
自動的に更新される2

「幅200㎜」
「高さ100㎜」
「板厚3㎜」で
作成したモデル
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<方向1>の寸法が
「100㎜」であることを確認

<ベースフランジ1>を選択
して編集画面を表示する

<エクスポート>
を押下

<関係式の管理>の<ベースフランジ1>
の値も「100㎜」になっている

1 <ベースフランジ1>の値
を「300㎜」に変更する

2

<グローバル変数>に「幅」、
値として「300」を入力する

1

3次元モデルの
幅が更新された

3

2
1

<ベースフランジ>の値に
「=グローバル変数」と入力し
「幅」を選択する

2

3

メモ帳を利用した
パラメトリック設計の運用例

͔͜͜Β͸ɺ࣮ࡍʹεϚϗελϯυͷ3DϞσϧ
ΛྫʹϝϞாΛར用ͨ͠ύϥϝτϦοΫ設計ͷӡ用
͍ͭͯઆ໌͠·͢ɻ

2  同じ形状のモデルで幅寸法を変更した例

1｜スマホスタンド3Dモデルの幅の寸法を確認する

2｜<関係式の管理>で幅の寸法を確認・変更する

3｜<関係式の管理>で<グローバル変数>を作成する

　　Memo：<関係式の管理>の画面で
は、どの寸法がどの値に関連付けられてい
るかを確認できます。ここで幅や高さなど
の基準寸法を整理しておくと、後からサイ
ズちがいをつくるときに、変更すべき箇所
が明確になります。



メモ帳
ファイル

<保存>を押下
3

<幅>のみに
チェック

3

3次元モデルウィンドウの右側に表示する

モデルの幅が
「100㎜」に更新される
4

<エクスポート>
を押下

4

メモ帳ファイル
（txt）を選択

1

͜Ε͕ɺϝϞாΛར用ͨ͠ύϥϝτϦοΫ設計ͷӡ用ྫで͢ɻ次ʹεϚϗελϯυΞηϯϒϦで࢖用͢るϕʔε൘΋ϝϞாӡ用͠
·͢ɻෳ਺ͷ෦඼Λಉ͡ϝϞாϑΝΠϧʹϦϯΫͤ͞る͜ͱでɺΞηϯϒϦશମΛ·ͱΊͯ変ߋで͖るΑ͏ʹͳΓ·͢ɻ

4｜<寸法>に<グローバル変数>を設定する

5｜保存したメモ帳ファイルを右側に表示する 6｜メモ帳ファイルの値を変更するとモデルが更新される

「100㎜」に変更
上書き保存

1

ベース板の
<関係式>から
<関係式の管理>
を選択

1

1｜スマホスタンドのベース板を選択 2｜先ほど作成したメモ帳ファイルへリンクする

先ほど作成したメモ帳ファイルへリンクする3 <リンク>を押下4

<外部ファイルへリンク>にチェック

1
<既存ファイルへリンク>を選択

2

34 2026.8
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メモ帳ファイルの
値を「300㎜」に
変更して上書き保存

1

<グローバル変数>
に「幅」が設定された

1

アセンブリモデルの
スマホスタンドの幅が
300㎜に、ベース板の幅が
390㎜に更新された

2

　このように、メモ帳で変更した
数値を、最初に作成した3Dモデル
の関係式を活かしたまま、サイズ
ちがいのモデルを短時間で展開で
きます。
　ポイントは、寸法変更のたびに
形状をつくり直すのではなく、あら
かじめモデルに持たせたルールに
従って形状を更新することです。
これにより、変更漏れを減らしな
がら、類似品対応のスピードを上
げることができます。

<ベースフランジ1>の値は「190
㎜」で、<グローバル変数>の<
幅>（スマホスタンドの幅）の値は
「100㎜」なので、ベース板の設計
ルール（設計意図）は「ベース板の
幅は、スマホスタンドの幅より90
㎜大きくする」と言えます。これを
関係式の管理に当てはめるため、
<ベースフランジ1>の値に「＝グ
ローバル変数」→「幅+90」と入力
します。

林 義人（はやし・よしひと）
で設計ɾ੡଄ɾۀاձࣾ)�&/(୅දɻ����೥ΑΓ൘ۚࣜג
඼࣭ۀ຿ʹैࣄɻ���3೥ʹಠཱ͠ɺ現ࡏ͸ෳ਺ۀاでٕज़ސ
໰ͱͯ͠3Dಋೖɾਓࡐҭ੒ɾۀ຿վળʹܞわるɻอ༗֨ࢿ͸
40-*D803,4ೝఆݧࢼC48&ʢ最্ڃʣɺ޻場൘ٕۚೳ ʢ࢜ಛ
ʣٕۀ࡞޻ʢϨʔβʔՃ޻Ճڈʣɺඇ઀৮আڃ ೳ ʢ࢜ڃ�ʣͳͲɻ

PRO
FILE

3｜<グローバル変数>の「幅」をベース板に適用される

4｜メモ帳ファイルの値を変更するとモデルが更新される

次回予告―製造・外注・調達への活用
ɹ͜͜·でɺୈ�ճで3次元CADΛͨͬ࢖ϞσϦϯάɺୈ3
ճでΞηϯϒϦɺͦͯ͠ࠓճ͸変͍ڧʹߋ設計ͷߟえํʹͭ
͍ͯ঺հ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
ɹ次ճ͸ɺ࡞੒ͨ͠3DσʔλΛ੡଄ɾ֎஫ɾௐୡʹͲ͏活
用͢る͔ΛऔΓ্͛·͢ɻ#0.࿈ܞɺࣗಈల։ɺ֎஫ઌͱ
ͷڞ༗ɺͦͯ͠ϛεϛͷ「NFWJZ」ͷΑ͏ͳडൃ஫ϓϥοτ
ϑΥʔϜͷ活用ͳͲɺ3Dσʔλ͕΋ͷͮ͘ΓશମΛͲ͏変
えるͷ͔Λ見͍͖ͯ·͢ɻ

“属人化”をなくし、再現性のある設計へ
ɹ3次元CADͷՁ஋͸ɺཱମܗঢ়Λͭ͘る͜ͱ͚ͩで͸͋
Γ·ͤΜɻੇ๏΍৚݅ΛϞσϧʹ࣋ͨͤる͜ͱでɺ設計変更
に強い仕組みをつくる͜ͱ͕で͖·͢ɻύϥϝτϦοΫ設計
ͷຊ࣭͸ɺੇ๏Λ؅ཧ͢る͚ͩでͳ͘ɺ設計ルールや設計
意図をモデルに残す͜ͱʹ͋Γ·͢ɻ
ɹͨͱえ͹ɺ「ϕʔε൘ͷ෯͸εϚϗελϯυͷ෯ΑΓ��ᶱ
େ͖͘͢る」ͱ͍ͬͨ設計ϧʔϧΛϞσϧʹ࣋ͨͤる͜ͱでɺ
ੇ๏変࣌ߋ΋設計ҙਤΛҡ࣋ͨ͠··ܗঢ়Λߋ৽で͖·͢ɻ
ɹύϥϝτϦοΫ設計Λ活用͢る͜ͱʹΑͬͯɺ
●寸法変更への追従
●類似品の効率的な展開
●変更漏れの削減
●設計ルールの共有
●若手への技術伝承
ʕ͕ՄೳʹͳΓ·͢ɻಛఆͷਓʹཔΓ͖ͬͨ設計͔Βɺ会
社として再現性のある設計΁ͱਐΊる͜ͱ͕で͖·͢ɻ͜Ε
͔Βͷ3次元CAD活用で͸ɺ「誰がつくったか」ではなく、「会
社としてどのような設計ルールを持つか」が重要ʹͳΓ·͢ɻ

モデリングの手順解説 
https://youtu.be/uV5UBYV64Os

詳細な手順を動画で確認できます。

動画




